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 本書では、基本的事項の説明にとどめております。具体的な設定例は、当社ホームページのマニュアル一覧より 

「設定例」を、また、仕様の詳細については「リファレンスマニュアル」をご参照下さい。 

 

ＡＴコマンドによる設定例 リファレンスマニュアル 専用設定ソフトによる設定例 
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■１ 概要 

◇本製品は、電話回線に接続し、音声やデータのやりとりを行う、ＡＡ型ＮＣＵ（自動発着信型網制御ユニット）です。 

◇ＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）を搭載し、高いコストパフォーマンスを実現しています。 

◇発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）に対応し、識別自動着信が可能です。 

◇音声録音・再生機能（ＡＶのみ）内蔵により、自動発着信時、音声アナウンスが可能です。 

◇オプション製品を接続することにより、ＡＴコマンド制御が可能になり、ＣＴＩ（電話をコンピューターシステムに統合する技術） 

インターフェースに使用可能です。 

 

■２ 特長 

◇電源電圧は、ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖの範囲で使用できます。（オプション製品未接続時） 

◇回線エコーキャンセル機能を内蔵し、送話入力（AFIN）から受話出力（AFOUT）への回り込みを軽減しています。 

◇音響エコーキャンセル機能を内蔵し、受話出力（AFOUT）から送話入力（AFIN）への回り込みを軽減しています。 

（設定により動作可能） 

◇ＤＴＭＦミュート機能を内蔵し、ＤＴＭＦ検出中、受話出力を無音にしています。（設定によりミュート可能） 

◇呼出信号（リング）と話中音（ビジートーン）にメーク率と周期判定を行ない、誤動作を軽減しています。 

◇簡易音声検知機能を内蔵し、呼出音（リングバックトーン）を検知する前に音声検知が働いたときに、回線の切断動作を行なう

ことができます。（設定により動作可能） 

◇設定の変更により、ＤＴＭＦエンコーダー／デコーダーとして使用できます。 

（弊社で設定の変更を行なうときは、別途設定変更手数料が必要になります。） 

◇０～５Ｖのアナログ電圧計測が可能で、設定範囲を外れた場合等に自動通報が可能です。 

◇内部信号処理は８Ｋｓｐｓですが、信号入出力を６倍サンプリングすることで、高音域を改善しています。 

◇８ＭＢのフラッシュメモリーを搭載し、１００メッセージ、合計約１７分（１６ビットＰＣＭは約８分）の音声録音・再生が可能です。 

（ＡＶのみ） 

 

■３ 添付品 

 ・標準マニュアル（本書）×１    ・「技適マーク」シート×１    ・基板用スペーサー(10mm 高)×４ 
                        （ケース入りは貼り付け済）   （ケース入りは装着済） 

 

 

■４ 仕様 

◇使用環境 

動作温度範囲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～６０℃（氷結および結露のないこと） 

動作湿度範囲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

◇電源部 

電源電圧範囲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖ（最大ＤＣ３０Ｖ） 

                     （オプション製品接続時は、ＤＣ９～ＤＣ１５Ｖ） 

消費電流 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４００ｍＡ以下（ＤＣ５Ｖ、無負荷）、２００ｍＡ以下（ＤＣ１２Ｖ、無負荷） 

◇アナログインターフェース部（ＣＮ３の№２～９） 

入力電圧範囲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ０．０Ｖ～５．０Ｖ 

入力負荷抵抗 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０ＫΩ 

計測精度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ±２０ｍＶ以下、５０ｐｐｍ／℃以下 

◇信号インターフェース部（ＣＮ４の№３） 

モニター出力許容バイアス電圧 ・・・・・・・・・ ０Ｖ～５Ｖ 

モニター最大出力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ０．７Ｖｒｍｓ 

モニター出力インピーダンス ・・・・・・・・・・・・ ６５Ω 以下（300Ｈｚ以上） 
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◇信号インターフェース部（ＣＮ６の№３） 

送話入力飽和電圧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ０．７Ｖｒｍｓ 

送話入力バイアス出力電圧 ・・・・・・・・・・・・・ ２．３Ｖ～２．７Ｖ（バイアス出力設定を１にした場合） 

送話入力インピーダンス ・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ＫΩ 

◇ドライバー出力部（ＣＮ７の№２） 

許容負荷電圧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４Ｖ 

許容ＯＮ電流 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １００ｍＡ 

ＯＮ抵抗 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４Ω以下 

◇信号インターフェース部（ＣＮ７の№３） 

受話出力許容バイアス電圧 ・・・・・・・・・・・・・ ０Ｖ～５Ｖ 

受話最大出力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ０．７Ｖｒｍｓ、２０ｍＷ（１６Ω負荷） 

◇基板寸法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【図４－１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４－１】  基板寸法
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■５ 主要部品の用途 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ＬＥＤの用途 

ＬＥＤ番号 動 作 状 態 備 考 

ＬＥＤ１ （赤） 

電源モニター 

点灯 電源が入っているとき  

ゆっくり点滅（２秒周期） 回線未接続  

速い点滅（０．２秒周期） 未再生メッセージが残っているとき ＡＶのみ 

ＬＥＤ２ （緑） 

回線モニター 

点灯 回線を使用しているとき  

点滅（ランダム点滅） コマンド応答音に連動して点滅 設定モード時の場合 

ＬＥＤ３ （黄） 

呼出信号モニター 

速い点滅（０．１秒周期） 呼出信号検知中  

点滅（１秒周期） 設定モード中  

 

◆スイッチの用途 

Ｓ１（ＳＥＴボタン）・・・「回線切断」と「設定モード」への移行 

   本装置が回線を使用中にＳＥＴボタンを押下すると、回線切断（オンフック）を行います。 

   ＳＥＴボタンを１秒以上押下すると、設定モードに移行します。（「■６設定について」を参照） 

Ｓ２（ＤＩＰスイッチ）・・・ダイヤル方法と自動着信の選択 

   ディップスイッチのＯＮ／ＯＦＦにより、ダイヤル方法等を選択します。（「■６設定について」を参照） 

 

◆ジャンパーの用途 

ＪＰ１・・・ＡＦＩＮ（送話入力）の端子設定 

 ＣＮ６（送話信号入力）の№２の入出力の選択を行います。（「■６設定について」を参照） 

 

◆コネクタの用途 

ＣＮ１（電話回線入力）・・・電話回線接続用（LINE）と、併設電話端末接続用（TEL）のモジュラージャックです。 

ＣＮ３（アナログ電圧制御入力）・・イベント入力です。設定により、グループ通報が可能です。    

ＣＮ３ № 信 号 名 備    考 

 １ ＤＣ３．３Ｖ出力 アナログ電圧制御入力０～７をＯＮさせる用途以外には使用しないで下さい 

２ アナログ電圧制御入力０ 

電圧入力範囲は、０Ｖ～５Ｖです 

３ アナログ電圧制御入力１ 

４ アナログ電圧制御入力２ 

５ アナログ電圧制御入力３ 

６ アナログ電圧制御入力４ 

７ アナログ電圧制御入力５ 

８ アナログ電圧制御入力６ 

９ アナログ電圧制御入力７ 

１０ ＧＮＤ 信号コモン（０Ｖ）を接続します 

【図５－１】 主要部品配置

図 

 

CN3、CN10、CN12 は複数の用途に変更できま

すが、本書ではデフォルトでの説明にとどめま

す。 

用途変更方法や用途変更した場合の信号名

等は、「リファレンスマニュアル」を参照して下さ

い。 

 

CN12 と CN13 は、オプション製品以外使用しな

いで下さい。 

 

CN2とCN5は、ファームウェア書き込み用です。 

使用しないで下さい。 
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［表５－１］ 

［表５－２］ 
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ＣＮ４（ＭＩＸ ＯＵＴ：モニター信号出力）・・・通話音声を出力します。 

ＣＮ３ № 信 号 名 備    考 

 １ ＧＮＤ 信号コモン（０Ｖ）を接続します 

２ 予備出力 使用しないで下さい 

３ ＭＩＸＯＵＴ(モニター出力) 送話入力と受話出力をミキシングし出力します 

 

 

ＣＮ６（ＡＦ ＩＮ：送話信号入力）・・・送話音声を入力します。 

ＣＮ６ № 信 号 名 備    考 

 １ ＧＮＤ 信号コモン（０Ｖ）を接続します 

２ 外部入出力 ジャンパー設定で、ＤＣ３．６Ｖ出力／外部ＳＥＴボタン入力が選択可能です 

３ ＡＦＩＮ（送話入力） 電話回線に重畳する信号を入力します 

※出荷時、ジャンパーは挿入していませんので、外部入出力は未接続になっています。 

※デフォルトはラインレベルですので、コンデンサーマイクを使用する場合は設定の変更を行って下さい。 

 

 

ＣＮ７（ＡＦ ＯＵＴ：受話信号出力）・・・受話音声を出力します。 

ＣＮ７ № 信 号 名 備    考 

 １ ＧＮＤ 信号コモン（０Ｖ）を接続します 

２ 制御出力８２ オープンドレイン出力です 

３ ＡＦＯＵＴ（受話出力） 電話回線の信号を出力します 

 

 

ＣＮ８（バックアップ電源入力）・・・停電時に動作させたいときに、電池等を接続します。 

ＣＮ８ № 信 号 名 備    考 

 １ 電源出力 ダイオードを経由してバックアップ電源入力やＡＣアダプターの電源を出力します 

２ 電源入力 停電時に動作させたいときに、使用するＡＣアダプターよりも電圧の低い電池等を接続します 

３ ＧＮＤ 直流電源（０Ｖ）を接続します 

 

 

ＣＮ９（ＤＣジャック）・・・ φ2.1（センタープラス）ＡＣアダプタージャックです。 

 

【参考】ＣＮ８とＣＮ９の関係を図５－２に示します 

 

 

 

 

ＣＮ１０（シリアルインターフェース入出力）・・オプション※を使用してパソコンに接続できます。 

ＣＮ１０ № 信 号 名 備    考 

 １ 電源出力 バックアップ電源出力（ＣＮ８ №１）に接続しています 

２ ＲｘＤ（受信データ出力） 

オプション
※

を使用して一般的なパソコンに接続します 

 

 

※オプションには、 

ＲＳ－２３２Ｃインターフェース(RS-232C9PD)と 

ＵＳＢインターフェース(UT-5200D)があります 

３ ＣＴＳ（送信許可出力） 

４ ＤＳＲ（送信データあり出力） 

５ ＤＣＤ（キャリア検出出力） 

６ ＲＩ（被呼検出出力） 

７ ＴｘＤ（送信データ入力） 

８ ＲＴＳ（送信要求入力） 

９ ＤＴＲ（データ端末準備完了入力） 

１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します 

 

ＣＮ１２ 

ＣＮ１３ 
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［表５－３］ 

［表５－４］ 

［表５－６］ 

［表５－５］ 

［表５－７］ 

ＣＮ８ ＣＮ９ 

【図５－２】 

オプション Bluetooth ユニット（ＢＴ－５２００Ｄ）専用入出力です。 

携帯電話等、ペアリングを行った対応携帯端末を使用して、発着信が可能になります。 
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■６ 設定について 

本製品には、「ジャンパー設定」、「ディップスイッチ設定」、「フラッシュメモリー設定」の３項目の設定があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ジャンパー設定 ＪＰ１ 

 ＣＮ６（ＡＦＩＮ：送話入力）の№２端子の用途を設定するジャンパーソケットです。 

１－２間をジャンパーすると３．６Ｖの電源が出力され、 

２－３間をジャンパーするとＳＥＴボタン信号線が並列に出力されます。 

ＪＰ１ ジャンパー・ピン ＣＮ６ №２の用途 備   考 

 未挿入 未接続 出荷時は未接続 

１－２間に挿入 ＤＣ３．６Ｖ電源出力 外部のマイクアンプ等に電源を供給できます（１０ｍＡ以下） 

２－３間に挿入 外部ＳＥＴボタン入力 ＳＥＴボタンに並列接続しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ディップスイッチ設定 

  ディップスイッチのＯＮ／ＯＦＦにより、ダイヤル方法等を選択します。 

Ｓ２  № 機   能 Ｏ   Ｎ Ｏ Ｆ Ｆ 備   考 

 
１ ダイヤル方法切り替え ダイヤルパルス式 プッシュボタン式 出荷時はＯＦＦ 

２ ダイヤル速度切り替え ２０ｐｐｓ １０ｐｐｓ    〃 

３ 自動着信制御 自動着信 手動着信 出荷時はＯＮ 

４ 設定モード選択 設定モード 通常動作 出荷時はＯＦＦ 

※シリアルインターフェースから有効なコマンドを受け取ると、ディップスイッチ設定は無効になります。 

 

ＬＥＤ３（黄）      ＳＥＴボタン 

 ②  ディップスイッチ設定 

 ①  ジャンパー設定 

ＤＴＭＦ信号で設定↑ 
 

   または 
 

ＡＴコマンドで設定↓ 

【図６－１】 設定関連部位 

③  

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
設
定 

TEL   LINE 

［表６－１］ 

［表６－２］ 

過電流保護を内蔵していませんので許容電流を 

越えないように配慮してください 

【図６－２】 

併設電話機 
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③フラッシュメモリー設定 

各種動作はフラッシュメモリーに設定内容を書込み実行します。 

フラッシュメモリーの設定は、「ＡＴコマンド」又は「ＤＴＭＦ信号」を使用して行います。 

ＡＴコマンドを使用する場合はシリアルインターフェース入出力から、またＤＴＭＦ信号を使用する場合は併設電話機 

のプッシュボタン操作や、送話入力へのＤＴＭＦ信号で行います。 

 

本書では、設定で使用する基本的なコマンドの説明にとどめています。 

各種動作の具体的な「設定例」を当社のホームページに示していますのでご活用ください。 

また、詳細設定等については「リファレンスマニュアル」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

   ＳＥＴボタン（Ｓ１）について 

 

  ・本装置が回線使用中にＳＥＴボタンを押下すると、オンフック（回線切断）を行いグループ通報もキャンセルします。 

   （設定により禁止可能） 

 

  ・併設電話機をＴＥＬ端子に接続し、ＳＥＴボタンを１秒以上押下すると、設定モードに移行します。（設定により禁止可能） 

    設定モード中は、黄色のランプ（ＬＥＤ３）が１秒周期で点滅、併設電話機からはプルプル音（コマンド待機）が確認できます。 

    再度ＳＥＴボタンを押下するか、３０秒以上何もしない状態が継続すると、設定モードは終了します。 

    設定モード中、併設電話機のプッシュボタン操作でフラッシュメモリー設定が可能です。 

    この場合、併設電話機をオンフックするまで、設定モードが終了することはありません。 

 

※シリアルインターフェースを使用する場合、そのままフラッシュメモリー設定が可能です。 

   有効なコマンドを受け取ると、ＳＥＴボタン操作による設定モードへの移行は禁止します。 

   （ＳＥＴボタン操作を回復させる方法は、本体の電源再起動、または AT コマンドで可能です） 
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■７ 「ＡＴコマンド」 による設定手順 

シリアルインターフェース入出力にすると、一般的なパソコンから、設定の参照変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリーソフト「Ｔｅｒａ Ｔｅｒｍ」を使用しての設定例 

・「設定」メニューの「シリアルポート」を開き、ポート以外を図７－２のようにし、「ＯＫ」をクリックします。 

※ポートは、ご使用のパソコンと本製品が接続されているポートを指定して下さい。 

・「設定」メニューの「端末」を開き、「改行コード」の「受信」を図７－３のようにし、「ＯＫ」をクリックします。 

・「ＡＴ」を入力し、「Ｅｎｔｅｒ」を押下し、「ＯＫ」が返ってくれば、準備完了です。（図７－４を参照） 

 ※ポートを開いた直後は「ERROR」が返ることがありますので、「OK」が返るまで「AT」を入力し、「Ｅｎｔｅｒ」を押下してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●設定の保存 

 「AT&W」を入力し「「Enter」を押下します。 

※設定の保存を行わないと電源を切ると変更した設定は失われます。 

 

出荷時の設定に戻すには、「ＡＴ＆Ｆ」コマンドを行います。 

※全てのコマンド操作は、「ＡＴ＆Ｗ」コマンドを行なわない限り、電源を切ると失われます。 

※以降の設定例では必要に応じて「ＡＴ＆Ｆ」コマンドを行い、設定例を行った後、「ＡＴ＆Ｗ」コマンドを行うことの説明を省略 

しています。 

【図７－２】 シリアルポート設定 【図７－３】 端末の設定 

【図７－４】 動作確認 

【図７－１】 パソコンによる設定 

【通信設定】 

１１５２００ｂｐｓ 

８ビット 

パリティなし 

１ストップビット 

ＲＴＳ／ＣＴＳによるハードウェアフロー制御 

ストレートケーブル 

パソコン接続のインターフェースユニットには 

RS-232C 用と USB 用を用意しています 

【図７－１】 は RS-232C 用の接続例です 

「ＡＴ」を入力し、Ｅｎｔｅｒ を押下して、

「ＯＫ」が返ってくれば、準備完了です 
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■８ 「ＤＴＭＦコマンド」 による設定手順 

Ｓ１を１秒以上押すか、Ｓ２で設定モードにすると、併設電話機からのプッシュボタン操作で設定変更が可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＤＴＭＦコマンドによる設定にはこの他にも、以下の操作によっても可能です。 

・自動着信による相手先のプッシュボタン操作、 

・オプションキーボード（ＫＢ－９６Ｂ）操作、 

・送話入力（AF IN）からのＤＴＭＦ信号操作 

詳細は「リファレンスマニュアル」を参照して下さい。本書では併設電話機による設定方法について解説してまいります。 

 

 

 

 

併設電話機による設定方法 【図８－１】 

 ・ＳＥＴボタン（Ｓ１）を１秒以上押すか、ディップスイッチ（Ｓ２）の№４をＯＮにすると、設定モードに移行します。 

  設定モード中は、ＬＥＤ３（黄）が１秒周期で点滅します。 

 ・本装置のＴＥＬ側のモジュラーコネクタに接続した併設電話機をオフフックし、プッシュボタン操作で設定を行います。 

 ・コマンド待機中は、「プルプル」音が出力されます。 

 ・コマンド入力が有効な間は、無音になります。 

 ・コマンドの受付が正常に完了すると、「ピー」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

 ・コマンドの入力にミスがあるか、５秒間をおくと、「ブブブブブ」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

※各音に同期して、ＬＥＤ２（緑）が点灯します。 

 

 

 

●設定の保存 

「＃９１＊」コマンドを行います。 

※設定の保存を行わないと電源を切ると変更した設定は失われます。 

 

出荷時の設定に戻すには、「＃９０＊」コマンドを行います。 

※全てのコマンド操作は、「＃９１＊」コマンドを行なわない限り、電源を切ると失われます。 

※以降の設定例では、必要に応じて「＃９０＊」コマンドを行い、設定例を行った後、「＃９１＊」コマンド を行うことの説明を 

省略しています。 

  

Ｓ１ 

Ｓ２ 

【図８－１】 併設電話機による設定 

押しボタンダイヤル式の電話機をご用意下さい。 

パルスダイヤル式の電話機には対応していません。 

併設電話機 
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■９ 「自動着信」と「自動発信」 

本装置で扱う「自動着信」と「自動発信」の基本概念は以下の通りです。 

 

 

●自動着信 

【図９－１】の接続で、外線電話機からコールがあり、設定回数のコールの検出で本装置は自動着信をします。 

自動着信後、本装置を介して外線電話機より各種の遠隔操作が可能になります。 

また、予め登録した電話番号以外は自動着信をしない「識別自動着信」の設定が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自動発信（グループ通報） 

【図９－2】の接続で、本装置に外部の“状態変化”を検知した場合、登録された電話番号の外線電話機に自動発信を行います。 

“状態変化”には次の３つの要素があります。 

①併設電話機を接続し、接続電話機をオフフックした時。（外線電話機とのインターホン通話） 

②外部電源が落ちた時。（停電発生時） 

③接続されたセンサー等の反応を感知した時。 

 

本書では、自動発信を「グループ通報」といいます。 

予め登録された複数の電話番号をグループ分けし、そのグループ番号を指定することにより、グループ内の電話番号に順次通報を行う 

ものです。電話番号が 1 個しか登録されていない 1 対1 通報でも、これも「グループ通報」と呼ぶことにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【図９－１】 

外線電話機 

【図９－２】 

① 併設電話機の 

オフフック 

② 停電発生 

  ＣＮ９への給電STOP！ 
外線電話機 

③ 外部入力 

  ＣＮ３への制御入力 

グループ通報 

ＣＮ９ ＴＥＬ 

ＣＮ３ 
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■１０ 併設電話機について 

本装置には自動着信／自動発信の基本機能のほかに、通話用の電話機を併設することが出来る「ＴＥＬ端子」を設けています。 

【図１０－１】のようにＴＥＬ端子に併設電話機を接続し、そのフック状態による本装置との関係を設定することが出来ます。 

出荷時の設定では本装置使用中は併設電話機を切り離すように働きます。 

 

本装置と併設電話機との関係には、次の５種類の設定があります。 

 

 

設定０: 併設電話機を切り離す（デフォルト） 

本装置を使用中は、併設電話機を電話回線から切り離します。 

本装置の通報動作等が併設電話機からの影響を受けないようにする場合に使用します。 

例）店舗のお休み案内など 

 

 

設定１: 併設電話機を優先 

ダイヤル中を除き、併設電話機をオフフックすると本装置はオンフックし、電話回線は併設電話に移行します。 

自動応答等の間に、併設電話機で通話を引継ぐ場合に使用します。オンフックは併設電話機で行います。 

例）留守電メッセージ再生中に中断して相手と話す 

 

 

設定２: 併設電話機を併用 

呼出信号（リング）検出中を除き、併設電話機を電話回線から切り離し、本装置を経由して通話するように働きます。 

電話回線との通常の通話経路はＣＮ４，ＣＮ５ですが、この設定で併設電話機の通話経路になります。 

例）併設電話機をオフフックすると登録相手先に自動ダイヤルをし、回線成立後は外線電話機と通話を行う 

 

 

設定４: 併設電話機を併用＋オフフック 

呼出信号（リング）検出中を除き、併設電話機を電話回線から切り離し、本装置を経由して通話するように働きます。 

リングバックトーンを検出後は本装置をオンフックし併設電話機で通話を行います。 

例）併設電話機をオフフックすると登録相手先に自動ダイヤルをし、回線成立後は外線電話機と通話を行う 

 

 

設定５: 併設電話機と連携 

本装置を使用中は併設電話機を電話回線から切り離す。本装置をオンフックしても回線を切断することは無く併設電話 

機に切換える。 

例）本装置と併設電話機の交互運用を行う場合に使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外線電話機 併設電話機 TEL   LINE 

CN7   CN6 
【図１０－1】 
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■１１ 自動着信の基本設定 

自動オフフック（回線接続）を行うと、受話出力（AF OUT）に相手先の音声が出力されるとともに、送話入力（AF IN）に入力 

した音声が相手先で聞こえるようになり、通話状態となります。 
   ※音声メモリー№０に、応答メッセージを録音しておくと、自動オフフック後に、先ず応答メッセージを再生します。（ＡＶのみ） 

 

 ・シリアルインターフェースを使用しない場合の自動着信 

   ディップスイッチ№３をＯＮにすると、呼出信号（リング）を指定回数の検知で、自動オフフックを行ないます。 

呼出信号検知回数を０（デフォルト）にすると、呼出信号（リング）を３回の検知で、自動オフフックを行います。 

 ・シリアルインターフェースを使用する場合の自動着信 

有効なＡＴコマンドを受け取るとディップスイッチ№３の状態に関係なく、自動オフフックを行ないます。 

ただし、呼出信号検知回数を０（デフォルト）にすると、自動オフフックは行ないません。 

 

 

 ◆自動オフフック（回線接続）を行う、呼出信号（リング）検知回数の変更 

 

呼出信号（リング）検知回数の変更 ＡＴコマンド：ＡＴＳ０ ＤＴＭＦコマンド：＃００００ 

 
例１） １２回検知すると自動接続 ＡＴＳ０＝１２ ＃００００１２＊ 

例２） 検知回数を０（デフォルト）にする ＡＴＳ０＝０ ＃０００００＊ 

 

 

 ◆識別自動着信 

発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）に対応した回線で、識別自動着信を有効にすると、予め登録した電話番号 

以外では自動オフフックを行ないません。 

 

発信電話番号を登録する ＡＴコマンド：ＡＴ＆Ｚｕｕ ＤＴＭＦコマンド：ｕｕｃｃ 

識別自動着信を設定する ＡＴコマンド：ＡＴ！Ｃ ＤＴＭＦコマンド：＃５７ 

 
例３）  「０８２７２４００８１」と 

「０９０１２３４５６７８」から 

発信したときのみ、自動オフフック 

（回線接続）を行なう 

ＡＴ＆Ｚ１０＝０８２７２４００８１ 

ＡＴ＆Ｚ１１＝０９０１２３４５６７８ 

ＡＴ！Ｃ１ 

１０１００８２７２４００８１ 

１１１１０９０１２３４５６７８ 

＃５７１＊ 

例４）  識別自動着信を無効（デフォルト）にする ＡＴ！Ｃ０ ＃５７０＊ 

 「ｕｕ」はメモリー番号（１０～１９）、「ｃｃ」は登録する番号の桁数になります。 

識別自動着信を使用するときは、市外局番を省略することはできません。 

 

 

 ◆併設電話機での引き継ぎ通話 

  本装置が自動オフフック後、併設電話機のオフフックで、相手先との通話を引き継ぐことができます。 

 

併設電話機での引き継ぎ通話を設定 ＡＴコマンド：ＡＴ＃ＶＬＴ ＤＴＭＦコマンド：＃３７ 

 
例５） 併設電話機での引き継ぎ通話を行う ＡＴ＃ＶＬＴ１ ＃３７１＊ 

例６） 本装置が応答中は併設電話機を切り離す（デフォルト） ＡＴ＃ＶＬＴ０ ＃３７０＊ 

   ※例５）では通話を引き継いだ後、本装置はオンフックします。 

［表１１－１］ 

［表１１－２］ 

［表１１－３］ 
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■１２ 自動発信（グループ通報）の基本設定 

本装置は設定により、併設電話機オフフック、停電や制御入出力変化など各種イベントの発生等で、グループ通報を行なうこと 

ができます。 

併設電話機オフフックによるグループ通報では、併設電話機を、電話回線を経由したインターホンに使用できます。 

 

グループ通報を行うには、「通報先の電話番号登録」、「通報手順の選択」、「通報を開始するイベントの選択」を行います。 

グループ通報開始時に本装置からと着信先応答検知で着信先に、イベント毎に異なる音声メッセージを再生することもできます。

（ＡＶのみ） 

本書では、イベント毎の音声メッセージ再生の説明は省略しています。詳細は「リファレンスマニュアル」を参照して下さい。 

 ※音声メモリー№０に、応答メッセージを録音しておくと、着信先応答検知後に、先ず応答メッセージを再生します。（ＡＶのみ） 

 

 

 

 ◆手順１ 通報先の電話番号の登録 

通報先の電話番号は、「ＡＴ＆Ｚｕｕ」または「ｕｕｃｃ」コマンドで登録できます。 

「ｕｕ」はメモリー番号（０～９）、「ｃｃ」は登録する番号の桁数になります。 

 

通報先の電話番号を登録する ＡＴコマンド: ＡＴ＆Ｚｕｕ ＤＴＭＦコマンド: ｕｕｃｃ 

 
例１） 通報先の電話番号に、 

「０８２７２４００８１」と 

「０９０１２３４５６７８」を登録する 

ＡＴ＆Ｚ０＝０８２７２４００８１ 

ＡＴ＆Ｚ１＝０９０１２３４５６７８ 

００１００８２７２４００８１ 

０１１１０９０１２３４５６７８ 

例２） メモリー№１の通報先の電話番号を削除する ＡＴ＆Ｚ１＝ ０１００ 

 

 

 ◆手順２ 通報手順の選択 

通報手順には、「応答のみ」（デフォルト）、「暗証番号確認」と「一斉」（グループ全員）があります。 

 

応答のみ 

（デフォルト） 

０ 

 

 

          ・・・・・・・ 

 

着信先の応答を検知するまでグループ通報を継続 

誰か一人の応答を確認したら終了 

暗証番号確認 

 

１ 

 

 

          ・・・・・・・ 

 

応答を検知しても暗証番号が一致するまで通報を継続 

誰か一人の暗証番号を確認したら終了 

一斉（グループ全員） 

 

２ 

 

 

          ・・・・・・・ 

 

グループ全員の応答を検知するまで通報を継続 

グループ全員の応答を確認したら終了 

応答を検知した相手にはリダイヤルしない。 

該当する電話番号メモリーに１件しか電話番号

が登録されていないときは、応答のみの動作と同

じになります。 

 

 

通報手順を登録する（デフォルトは応答のみ） ＡＴコマンド： ＡＴ！Ａ ＤＴＭＦコマンド： ＃５５ 

 
例３） 暗証番号確認に変更する ＡＴ！Ａ１ ＃５５１＊ 

例４） 一斉（グループ全員）に変更する ＡＴ！Ａ２ ＃５５２＊ 

［表１２－１］ 

［表１２－２］ 

［表１２－３］ 
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 ◆手順３ グループ通報を行うイベントの指定 

 グループ通報を行うには、通報を開始するイベントの指定を行います。 

 

 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド 

グループ通報を行うイベントを設定 ＡＴ＊Ｇ ＃３４ 

併設電話機オフフックによるグループ通報で、 

併設電話機で着信先との通話を行う 

ＡＴ＃ＶＬＴ 

ＡＴ！ＶＥ 

＃３７ 

＃５０ 

アナログ電圧制御入力変化によるグループ通報で、 

下限電圧の変更を行う 
ＡＴ！ＳＬ ＃８２ 

アナログ電圧制御入力変化によるグループ通報で、 

上限電圧の変更を行う 
ＡＴ！ＳＨ ＃８３ 

 

例５） 併設電話機オフフックによるグループ通報
※１

 

ＡＴ＊ＧＡ８６＝０ 

ＡＴ＃ＶＬＴ２ 

ＡＴ！ＶＥ３ 

＃３４０８６＊ 

＃３７２＊ 

＃５０３＊ 

例６） 停電発生によるグループ通報
※２

 ＡＴ＊ＧＡ８０＝０ ＃３４０８０＊ 

例７） 

アナログ電圧制御入力が 

下限電圧以下から上限電圧以上への変化 

によるグループ通報
※３

 

 

 

 

ＣＮ３（アナログ電圧制御入力）の設定 

（右表の上から順に№２～№9） 

ＡＴ＊ＧＡ０＝０ ＃３４００＊ 

ＡＴ＊ＧＡ１＝０ ＃３４０１＊ 

ＡＴ＊ＧＡ２＝０ ＃３４０２＊ 

ＡＴ＊ＧＡ３＝０ ＃３４０３＊ 

ＡＴ＊ＧＡ４＝０ ＃３４０４＊ 

ＡＴ＊ＧＡ５＝０ ＃３４０５＊ 

ＡＴ＊ＧＡ６＝０ ＃３４０６＊ 

ＡＴ＊ＧＡ７＝０ ＃３４０７＊ 

例８） 

 アナログ電圧制御入力が 

    １．５０Ｖ～４．００Ｖの範囲内から範囲外への変化 

によるグループ通報 

 

 

 

ＣＮ３（アナログ電圧制御入力）の設定 

（右表の上から順に№２～№9） 

ＡＴ＊ＧＡ８＝０ 

ＡＴ！ＳＬ０＝１．５ 

ＡＴ！ＳＨ０＝４ 

＃３４０８＊ 

＃８２０１５０＊ 

＃８３０４００＊ 

ＡＴ＊ＧＡ９＝０ 

ＡＴ！ＳＬ１＝１．５ 

ＡＴ！ＳＨ１＝４ 

＃３４０９＊ 

＃８２１１５０＊ 

＃８３１４００＊ 

ＡＴ＊ＧＡ１０＝０ 

ＡＴ！ＳＬ２＝１．５ 

ＡＴ！ＳＨ２＝４ 

＃３４０１０＊ 

＃８２２１５０＊ 

＃８３２４００＊ 

ＡＴ＊ＧＡ１１＝０ 

ＡＴ！ＳＬ３＝１．５ 

ＡＴ！ＳＨ３＝４ 

＃３４０１１＊ 

＃８２３１５０＊ 

＃８３３４００＊ 

ＡＴ＊ＧＡ１２＝０ 

ＡＴ！ＳＬ４＝１．５ 

ＡＴ！ＳＨ４＝４ 

＃３４０１２＊ 

＃８２４１５０＊ 

＃８３４４００＊ 

ＡＴ＊ＧＡ１３＝０ 

ＡＴ！ＳＬ５＝１．５ 

ＡＴ！ＳＨ５＝４ 

＃３４０１３＊ 

＃８２５１５０＊ 

＃８３５４００＊ 

ＡＴ＊ＧＡ１４＝０ 

ＡＴ！ＳＬ６＝１．５ 

ＡＴ！ＳＨ６＝４ 

＃３４０１４＊ 

＃８２６１５０＊ 

＃８３６４００＊ 

ＡＴ＊ＧＡ１５＝０ 

ＡＴ！ＳＬ７＝１．５ 

ＡＴ！ＳＨ７＝４ 

＃３４０１５＊ 

＃８２７１５０＊ 

＃８３７４００＊ 

［表１２－４］ 
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※１ 

着信先の応答を検知（通報手順が暗証番号確認のときは暗証番号一致）した後、併設電話機で着信先との通話ができます。 

併設電話機をオンフックすると、回線のオンフック（回線切断）を行うとともに、グループ通報はキャンセルします。 

着信先のオンフックで、グループ通報をキャンセルすることはありません。 

※２ 

バックアップ電源入力（ＣＮ８の№２）に電池等を接続した状態で、ＡＣアダプターの電圧が低下するとグループ通報を開始します。

電池等の消耗を避けるため、バックアップ電源入力よりも高い電圧のＡＣアダプターを使用して下さい。 

※３ 

下限電圧のデフォルトは、０．８０Ｖ、上限電圧のデフォルトは、２．００Ｖです。 

一旦、下限以下の電圧を計測しない限り、上限以上の電圧を計測しても、グループ通報は開始しません。 

 

 

■１３ 送・受話入出力の使用（ＣＮ６とＣＮ７） 

◆送話入力（ＡＦＩＮ） 

通話状態で、送話入力（ＡＦＩＮ）に音声を入力すると、相手先で聞くことができます。 

デフォルトでは、ラインレベル（最大：７７５ｍＶｒｍｓ）になっています。 

 

コンデンサーマイクの使用 ＡＴコマンド: ＡＴ！Ｊ ＤＴＭＦコマンド: ＃８１ 

 
例１） コンデンサーマイクを使用する ＡＴ！Ｊ２ ＃８１２＊ 

 

 

◆受話出力（ＡＦＯＵＴ） 

本装置がオフフック（回線接続）中、回線の信号や、通話中に相手先が話す声を出力します。 

電圧はラインレベル(最大：７７５ｍＶｒｍｓ)ですが、１６Ω以上のイヤホンやスピーカーを最大出力２０ｍＷで鳴らすことができます。 

※低インピーダンス負荷を駆動する場合、回線から切り離した併設電話機等、他の音声経路への音漏れが増えますのでご留

意下さい。 

［表１３－１］ 
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■１４ 自動録音制御（ＡＶのみ） 

 設定により、本装置がオフフック（回線接続）中、相手先からの音声を自動録音することができます。 

 

 

自動録音の設定 ＡＴコマンド設定 ＤＴＭＦコマンド設定 

自動録音制御を有効にする ＡＴ！Ｑ ＃３０ 

録音可能件数の設定 ＡＴＳ８６ ＃００８６ 

１件あたりの録音時間の設定 ＡＴＳ８８ ＃００８８ 

 

例１） 本装置がオフフック（回線接続）中、相手先からの

音声の自動録音を行う 
ＡＴ！Ｑ１ ＃３０１＊ 

例２） 相手先からの電話で、併設電話機がオフフック中の

み、通話の自動録音を行う 

ＡＴ！Ｑ２ 

ＡＴ！ＶＰ1 

＃３０２＊ 

＃５４１＊ 

例３） 録音可能件数を１件にする
※１

 ＡＴＳ８６＝１ ＃００８６１＊ 

例４） １件あたりの録音時間を１５秒にする
※２

 ＡＴＳ８８＝３ ＃００８８３＊ 

 

一般的な留守番電話とは異なり、過去の録音データを上書きするため、最新の録音データ（デフォルトは５件）のみ保存します。 

また、併用はできませんが、相手先と併設電話機との通話を自動録音することもできます。 

 ※デフォルトでは、録音時間は１件につき６０秒間に制限してあり、録音件数×録音時間が、音声メモリー容量（約１７分）を 

  超えないようにして下さい。容量を超えると、設定した録音時間以前に録音が終了してしまいます。 

 

 ※１）１５件を超える設定は行わないで下さい。 

 ※２）単位は５秒ですので、設定値×５秒が録音時間になります。 

 

 

 ◆自動録音した音声を再生する 

自動録音制御を有効にすると、ＳＥＴボタン（Ｓ１）は録音音声再生ボタンになります。 

自動録音後、録音した音声を再生するまで、ＬＥＤ１（赤）が０．２秒周期で点滅します。 

 

  ・電話回線を使用しないときにＳＥＴボタンを押下すると、受話出力（ＣＮ７）に、録音した音声の再生を行ないます。 

  ・併設電話機をオフフック後、３秒以内にＳＥＴボタンを押下すると、併設電話機に録音した音声の再生を行ないます。 

  ・電話回線を使用中、ＳＥＴボタンを押下すると、相手先に録音した音声の再生を行ないます。 

 

  ※再生中にＳＥＴボタンを押下すると再生を中止できます。 

  ※１件あたりの録音時間を０秒にすると、再生専用になります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

［表１４－１］ 
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■１５ オプション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＡＣアダプター 

ＲＳ－２３２Ｃインターフェース 

ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＤ 

ＵＳＢインターフェース 

ＵＴ－５２００Ｄ 

リアパネル 全体ケース（標準） 

全体ケース（ＲＳ－２３２Ｃインターフェース） 

Bluetooth ユニット 

ＢＴ－５２００Ｄ 

トランジスタアレイ搭載８回路リレーボード 

ＴＫ－９６１０ＢＴ 

シリアルインターフェース搭載８回路リレーボード 

ＴＫ－９６１０ＢＳＩ 

(JST製) 

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ PHDR-10VS 

ｺﾝﾀｸﾄ  BPHD-002T-P0.5 (11個) 

(JST製) 

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ XHP-3 

ｺﾝﾀｸﾄ  BXH-001T-P0.8 (3個) 

ＣＮ３用  10P ｺﾈｸﾀｰ ＣＮ８用  3P ｺﾈｸﾀｰ 

全体ケース（ＵＳＢインターフェース） 
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■１６ 参考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【リアパネル】 

26 

126 5 

5 4.5 

16 

4×M3皿ビス用穴 

1.5 

65 

9.5 

128 

28 

【標準ケース】 
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【RS-232C ユニット装着フロントパネル】 

【USB ユニット装着フロントパネル】 

【各種ケース寸法図】 

64.7 

9.5 27.75 13.5 

［本体底面 各ケース共通］ 

128 

64.7 

9.5 

28 

5.3 

6.9 

RS-232C9PD 装着の場合 

BT-5200D 装着の場合 

1.2 
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■１７ 疑似交換機のご案内 

本製品は、電話網のシミュレーションを行うための疑似交換機で、日本の発信電話番号受信機能(ナンバーディスプレー)  

に対応しています。 

以下の機能を備え、本装置の各種設定や通信確認に威力を発揮します。 

 

• 電話機やＦＡＸ等の電話端末設備を、加入者回線に接続することなく試験やデモンストレーションができます。 

• 代表的な日本交換機の場合、設定により、信号アッテネータが入りますので、厳しい試験ができます。 

• 設定により、内線（外線「０」発信）の４８Ｖ回線または２４Ｖ回線のシミュレーションができます。 

• 設定により、代表的な日本ＮＴＴ交換機と米国ＡＴ＆Ｔ交換機の信号を発生できます。 

• 各回線は独立設定のため、１回線は代表的な日本ＮＴＴ交換機、もう１回線は米国ＡＴ＆Ｔ交換機のような使い方ができます。 

• 本装置は、２線式電話端末設備用です。故障の原因となる場合がありますので２線式電話端末設備以外には接続しないで下さい。 

• 小型・軽量です。 

[TK-7598W]     幅60mm×高さ 40mm×奥行85mm（100g） 

[TK-7598WH]  幅125mm×高さ 32mm×奥行80mm（150g） 
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